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エコライフDAY2015
　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果
ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、平成27年12月14日から20日の期間内の一日につ
いて実施しました。また、エコライフDAY実施の募集をしたところ、5団体（二持田第一自治会、二谷郷新
田自治会、持田西自治会、ものつくり大学、行田市民大学）から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施し
ていただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は3,899,234グラムとなりました。これは約
1,653リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

参加区分　※1 参加数(人) 二酸化炭素削減量(g) 一人あたりの
削減量(g)

小学校5年生
児童 636 710,000 1,116

家族、教職員 1,151 1,248,022 1,084

中学校2年生
生徒 702 699,472 996

家族、教職員 161 165,590 1,029
一　般 ※2 574 564,460 983
市役所 職員など 578 511,690 885

合　　　　計 3,802 3,899,234 1,026

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は５団体（二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、ものつくり大学、行田市民大学）

の合計です。団体別の詳細は市ホームページに掲載しています。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

環境調査結果をお知らせします
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さしあげます

▷ウオーキングマシン　▷こたつ　▷叙勲額
▷ベビージム　▷電子ピアノ　▷三輪車

ゆずってください
▷パソコン　▷ベビーベッド　▷木製犬小屋
▷大人用自転車　▷椅子　▷シュレッダー
▷液晶テレビ　▷石油ストーブ　▷一輪車
（遊具）

冬の結果をお知らせします

「緑のカーテン」でエコライフ

　市では毎年、河川の水質および底質、大気およ
び土壌中のダイオキシン類に関する調査を実施し
ています。平成27年度の結果は次のとおりです。

1　河川の水質（年平均値）
【調査日】平成27年5月22日、8月20日、11月
　　　　17日、平成28年2月18日
【結　果】 長野落のBODは環境基準値を超えてい

ましたが、それ以外は環境基準値を下回
りました。

測定地点 pH BOD(㎎ /ℓ） SS（㎎/ℓ）
新忍川 7.6 3.0 13
長野落 7.6 13.1 17
北河原用水 7.5 3.1 12
左幹線用水路 8.4 3.2 10
酒巻導水路 7.9 2.8 12
環境基準値 6.5 ～ 8.5 5以下 50以下
・ pH（水素イオン濃度指数）：酸性かアルカリ性
かの指標、7が中性

・ BOD生物化学的酸素要求量）：有機物汚濁の指標
・ SS（浮遊物質）：水中に漂っている固形物質の量
※ 測定は年4回、各河川の上流・中流・下流で
行っており、上記の結果は各河川の年間平均値
です。なお、測定結果の詳細は市ホームページ
で公表しています。

２　河川の底質
【調査日】平成28年1月27日
【結　果】 底質を除去しなければならない基準であ

る「底質の暫定除去基準」を下回り、良好
な結果となりました。

測定地点 総水銀
(mg/kg(dry))

ポリ塩化
ビフェニル
(mg/kg(dry))

長野落 上流 0.02 0.01以下
中流 0.06 0.01以下

北河原用水 上流 0.06 0.01以下
中流 0.04 0.01以下

底質の暫定除去基準 25以下 10以下

３　大気中のダイオキシン類
【調査日】［夏季］平成27年8月21日～ 28日
　　　　［冬季］平成27年12月10日～ 17日
【結　果】 環境基準値を下回り、良好な結果となり

ました。

調査地点 ダイオキシン類濃度
(年平均値)（pg-TEQ/㎥）

行田市役所 0.038
南河原支所 0.048
埼玉公民館 0.048
環境基準値 0.6以下

４　土壌中のダイオキシン類
【調査日】平成27年8月21日
【結　果】 環境基準を下回り、良好な結果となりま

した。

調査地点 ダイオキシン類濃度
（pg-TEQ/g）

馬見塚公園 2.4
棚田中央公園 1.8
埼玉公民館 15.0
環境基準値 1,000以下

　市では河川の汚染防止対策として、合併処理浄
化槽の設置や適正使用の推進をしています。ま
た、ダイオキシン防止対策として、野焼きに対す
る指導を行っています。

▶ 問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―
9530

　「緑のカーテン」とは、ツル性の植物で作る自然
のカーテンのことです。育てて収穫する楽しみに
加え、窓から入る日差しを遮ることができるので、
節電対策にも効果的です。市では、地球温暖化対
策の一環として、家庭などでの「緑のカーテン」設
置を推進するために「苗の配布」および「緑のカーテ
ンコンテスト」を実施します。
　皆さんも「緑のカーテン」でエコライフを始めて
みませんか。

緑のカーテン用苗の配布
▶日時　5月15日㈰
　【整理券配布】午前8時
　【苗の配布】午前8時30分～ 10時
▶配布場所　産業文化会館南側芝生広場
　※行田軽トラ朝市会場で配布します。
▶ 配布する植物　1世帯につきゴーヤ・あさがお
の苗　各1株
▶対象　市内在住の方（先着200世帯）
▶その他
　・必ず緑のカーテンを設置してください。
　・設置に必要なネットや肥料などは、各自で用

　意してください。
・電話などでの予約は受け付けません。
・ 本市の緑のカーテンコンテストに応募してくだ
さい。

緑のカーテンコンテスト
▶ 応募資格　市内の住宅、事業所などにツル性植
物による「緑のカーテン」を平成28年4月以降に
設置している方
▶募集時期　9月上旬～下旬
▶応募および審査方法
　 　設置した最盛期の「緑のカーテン」を撮影して
いただき、それを基にカーテンの生育状況、効
果、創意工夫などについて総合的に審査を行い
ます。
▶表彰　【家庭の部】5点　【団体の部】3点
　※入選者には賞状および記念品を贈呈します。
▶その他
　 　募集開始日、応募方法などは、「市報ぎょうだ」
8月号でお知らせします。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530
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薬局で健康チェック
～あなたの肺の健康状況が一目で分かります～
　禁煙サポーター薬局では、簡易測定器（スモーカーライザー）を使った呼気中の一酸化炭素濃
度の測定により、ひと目で肺の健康状態が分かります。さらに、薬剤師らによる禁煙や受動喫
煙についての適切なアドバイスを受けることができます。
　費用は無料でどなたでも相談できますので、禁煙に興味をお持ちの方は、ぜひ禁煙サポーター
薬局をご利用ください。なお、測定の開始は5月20日㈮からとなります。

禁煙サポーター薬局一覧

　世界禁煙デーは、たばこを吸わないことが一般的な社会習慣となるよう1987年に
WHO （世界保健機関）が制定した禁煙を推進するための記念日です。日本では、5月
31日から6月6日までの1週間を禁煙週間と定めています。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当☎553―0053

5月31日は世界禁煙デーです

薬局名 所在地 電話番号
アイン薬局行田店 持田393－4 553―0354
アイン薬局行田新店 持田421－1 564―6140
加村薬局 本丸2－62 556―2473
かもゐ漢方薬局 行田8－5 556―2209
さくらヶ丘調剤薬局 小見1399－6 553―5211
トーア薬局 長野1263－7 556―1402
土橋薬局 桜町2－25－13 556―2226
パルシィー薬局行田長野店 長野2－29－38 556―4193
フジイ薬局 若小玉111－1 554―5482
ふじみ薬局 富士見町2－3－8 564―1616
フレンド薬局 宮本16－24 501―8661
ミキ薬局埼玉行田店 佐間1－27－3 555―3191
薬局アポック行田店 富士見町2－17－1 564―1200
よつば薬局 富士見町2－1－12 552―1193

健康づくりチャレンジポイント
事業に参加しよう

健康づくりに取り組んで、健康と豪華プレゼントを手に入れましょう。

・温泉ゆったり賞　草津温泉宿泊利用券（20,000円分）・・・・・・・・・1人
・まるごと栄養賞　お茶メーカー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5人
・効果的な歯磨き賞　電動歯ブラシ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10人
・おなか満足賞　白河市・桑名市・上野村特産品詰め合わせ・・・・各3人
・行田でお買い物賞　市内共通商品券（1,000円分）・・・・・・・・・・・50人

▶参加方法
　１　健幸宣言（健康目標）をしましょう　

　２　いずれかの健康診断を受診しましょう　
　　　・特定健診
　　　・後期高齢者健診
　　　・人間ドック
　　　・ヤング健診
　　　・職場健診

　３　次の4項目のうち2つ以上に取り組みましょう
　　　・ 各種がん検診を1つ以上受診しましょう（胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がん・

前立腺がん）。
　　　・歯科検診を受診しましょう。
　　　・骨密度検診を受診しましょう。
　　　・健康づくり事業へ参加しましょう。
　　　　※ 健康づくり事業とは、市や各地域公民館などが実施する健康に関する講座などです。

ご自身にとって、健康の維持や向上に役立ったと思われる事業やイベントであれば
何でも構いません。

　　　　※健(検)診受診期間は平成28年2月1日～平成29年1月31日です。

　４　専用はがきを切り取って応募しましょう
　　　 　市内各公共施設で配布しているリーフレットの専用はがきを切り取り、必要事項を記

入の上、市役所案内、保健センター、各地域公民館、市内各公共施設に設置してある
応募箱に投

とうかん
函または郵送で応募してください。

　　　※応募できるのは、市内在住の満20歳以上の方です。
　　　※1人1回のみの応募に限ります。
　　　※ 郵送で応募する場合は、専用はがきに52円切手を貼ってください（平成29年1月31日

消印有効）。

プレゼントの当選者は抽選で決定します　
▶日　　時　平成29年2月9日㈭午前10時（公開抽選）
▶場　　所　保健センター
※発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当☎553―0053
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保健センター
嘱託職員（歯科衛生士）を

募集します
　保健センターでは歯科保健事業を推進する
ため嘱託職員（歯科衛生士）を募集します。

▶ 雇用期間　7月1日～平成29年3月31日の
月～金曜日
▶勤務時間　午前8時30分～午後5時15分
▶勤務場所　保健センター　
▶内　　容　歯科保健業務など
▶募集人数　1人（60歳未満）
▶月　　給　157,500円
▶選考方法　書類選考の上、面接を実施
▶ 申し込み　5月31日㈫までに、歯科衛生士
の免許証(写し)と履歴書(写真貼付)を同セ
ンターに持参してくだ
さい。
▶問い合わせ　同センター
　☎553―0053

トラック型防犯ブザーで
安心・安全

　3月23日、一般社団法人埼玉県トラック協会行田
支部長の坂本和雄さんと副支部長の福田浩一さんが教
育委員会を訪れ、子供たちの安全を願い、教育長に光
るトラック型防犯ブザー 642個を寄贈しました。
　このたび寄贈された防犯ブザーは、入学式当日に市
内全小学校の新入学児童に配布され、日常生活の安全・
安心などに役立つことが期待されます。

▶問い合わせ　教育総務課総務担当☎556―8311

森教育長に目録を手渡す坂本支部長（右）と福田副支部長（左）
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あなたの禁煙チャレンジを応援します
 　市では、市民の健康づくりの取り組みを支援するため、医療機関で禁煙外来治療を受ける方
を対象に、その掛かった費用の一部を助成しています。健康保険などを使った禁煙外来治療で
は、一般的に3カ月間で5回程度の診察を受けます。診察では、禁煙補助薬の処方を受ける他、
呼気の検査が行われたり、禁煙状況に応じて医師のアドバイスを受けたりすることができます。
なお、費用は総額で平均20,000円程度です。

　診療形態 助成対象経費 助成率 上限額

保険治療 医療費および薬剤費に係る
本人負担額 10分の10 1 0 , 0 0 0円

保険外治療 薬剤費 2分の1 1 0 , 0 0 0円

▶対　　象　次の要件を全て満たしている方
　・医療機関による禁煙外来治療を希望する満20歳以上の市民（治療開始前の方）
　・禁煙外来治療の受診が初回受診であること
　・市税および国民健康保険税の滞納がないこと

▶助成内容

　※予算の範囲内での補助となります。

▶禁煙外来治療を実施している市内医療機関（50音順）

医療機関名 所在地 電話番号

池畑クリニック 宮本16－1 556―2295

行田中央総合病院 富士見町2－17－17 553―2000

松原医院 長野1－31－10 553―6700

南川げんきクリニック 小見1400－1 554―8835

吉田記念山本クリニック 埼玉4719 558―3507

▶申請方法
　医療機関を受診する前に、保健センターへ申請書を提出してください。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当☎553―0053



2016.5 市報 ぎょうだ

保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

26

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

5月15日（日) 壮幸会行田総合病院 6月 5日（日)) 壮幸会行田総合病院

5月22日（日) 清幸会行田中央総合病院 6月12日（日) 清幸会行田中央総合病院

5月29日（日) 壮幸会行田総合病院   
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平成28年度がん検診の予約を開始します
予約開始日　5月12日㈭
【集団検診】

肝炎ウイルス検診
　B型肝炎やC型肝炎は、感染に気が付かないまま放置
すると、肝硬変や肝がんに進行する場合があります。肝
炎ウイルス検診は、B型肝炎やC型肝炎の原因となる、
B型肝炎ウイルスとC型肝炎ウイルスの有無を調べるも
のです。40歳以上になったら、一度は検査を受けましょう。

期　　間　6月1日㈬～平成29年2月28日㈫
内　　容　 血液検査　
　　　　　※ 保健センターに申し込み、送付された受診

票を持参の上、指定医療機関で受診してく
ださい。

　　　　　※指定医療機関は受診票と一緒に送付します。
対　　象　昭和52年4月1日以前に生まれた方
　　　　　（今までに検診を受けたことがある方を除く）
費　　用　 500円（70歳以上の方、生活保護受給中の方、

市民税非課税世帯の方は無料）
　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2週

間前までに印鑑を持参し保健センターで手
続きしてください。

申し込み　 5月12日㈭から直接または電話で保健センター

ヤング健診
　若者の皆さん、健診は毎年受けていますか。高血圧や
肥満などの生活習慣病は、不摂生な生活の積み重ねで起
こります。きちんと毎年の健診を受けて、自分の体の状
態を知りましょう。そして、今から将来の生活習慣病を
防ぎましょう。

期　　間　6月1日㈬～平成29年2月28日㈫
内　　容　 身長・体重測定、血圧測定、血液検査、尿検

査など
対　　象　 昭和52年4月2日～平成13年4月1日生ま

れの方で、職場などで健診機会のない方（学
生を除く）

費　　用　 1,000円（生活保護受給中の方、市民税非課
税世帯の方は無料）

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2週
間前までに印鑑を持参し保健センターで手
続きしてください。

申し込み　 5月12日㈭から直接または電話で保健センター

乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　5月16日㈪、6月13日㈪午前９時30分～11時
対 象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 5月18日㈬、6月8日㈬午前10時30分

～11時30分（午前10時15分から受け付け)
対 象　 4 ～ 5カ月のお子さんがいる方

離乳食教室(中期)(要申し込み)
日 時　 6月9日㈭午前10時30分～11時30分

（午前10時15分から受け付け)
対 象　 7 ～ 8カ月のお子さんのいる方

離乳食教室(後期)(要申し込み)
日 時　 5月19日㈭午前10時30分～11時30分
　　　　　（午前10時15分から受け付け)
対 象　 9 ～ 11カ月のお子さんのいる方

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　5月27日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが乱れて

いる、自分の性格や人間関係に悩んでいる、飲酒
量が多くやめられないなど、こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

検　診　名 検　診　日 場　　所

肺がん・胃がん・
大腸がん

6月7日㈫・23日㈭・24日
㈮、7月4日㈪・28日㈭、8
月3日㈬・30日㈫、9月13
日㈫・28日㈬、10月12日
㈬、11月9日㈬・20日㈰ 保健センター

乳がん・大腸がん 8月31日㈬、10月17日㈪
・26日㈬

乳がん・肺がん・大
腸がん

11月24日㈭、12月1日㈭
・4日㈰

肺がん・胃がん・大腸が
ん・乳がん・前立腺がん 9月17日㈯ 総合福祉会館

「やすらぎの里」

申し込み　保健センター
【個別健診】

検診名 検診期間 申し込み

乳がん
6月1日㈬～
平成29年2月
28日㈫

保健センター
※受診券を交付します。

子宮頸がん・
大腸がん・前
立腺がん

実施医療機関
※ 各世帯に配布した「保健センター
のお知らせ」をご覧ください。

【集団検診・個別検診共通】
対　　象　肺がん・胃がん・大腸がん…40歳以上の方
　　　　　乳がん… 40歳以上の女性（平成27年度市

の検診を受診していない方）
　　　　　子宮頸がん…20歳以上の女性
　　　　　前立腺がん…50歳以上の男性
費　　用
【肺がん検診】200円（喀

かくたん
痰検査を実施した場合500円）

【胃がん検診】500円
【大腸がん検診】500円
【乳がん検診】800円
【子宮頸がん検診】800円（子宮体がん検診を実施した場合1,000円）
【前立腺がん検診】500円
費用の免除
・70歳以上の方（昭和22年4月1日以前に生まれた方）
・生活保護受給中の方
・ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2週間前まで
に印鑑を持参し保健センターで手続きしてください。

歯周疾患検診
　日本人が歯を失う原因の1位は歯周疾患です。歯周疾患
を予防して、いつまでも自分の歯を元気に保ちましょう。

期　　間　6月1日㈬～平成29年2月28日㈫
内　　容　 口

こうくう
腔内検査（現在歯・喪失歯・歯肉の状況）、

口腔清掃状態の診査
対　　象　次に該当する方
　昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれ
　昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれ
　昭和41年4月2日～昭和42年4月1日生まれ
　昭和36年4月2日～昭和37年4月1日生まれ
　昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれ
　昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれ
　昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生まれ
　※歯周疾患で治療中の方は対象外です。
　※ 40歳、50歳、60歳、70歳の方へ節目検診として「歯

周疾患のおススメ」のはがきを郵送します。
費　　用　 500円（70歳以上の方、生活保護受給中の方、

市民税非課税世帯の方は無料）　　　
　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2週

間前までに印鑑を持参し保健センターで手
続きしてください。

申し込み　 5月12日㈭から窓口または電話で保健センター

健口講座 ～よい歯で守ろう！よいカラダ～
　お口の健康は、病気予防の基本であり、全身の健康に
大きく影響を及ぼします。いつまでも健康で豊かな生活
を送るために、大切なポイントを皆さんで学びましょう。

日　　時　 6月9日㈭午後1時～ 3時30分（受け付けは
午後0時45分）

場　　所　商工センター 401研修室
内　　容　・ 歯科医師講話「よい歯で守ろう！よいカラ

ダ～お口の健康は病気予防の基本～」
　　　　　　講師：いちり山歯科医院  院長  清水泰治さん
　　　　　・健康ミニ講話　
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
対　　象　市内在住の方
定　　員　60人
申し込み　直接または電話で保健センター

身体測定＆からだバランス体験講座 ～フィットネスクラブ連携トライアル事業～
　フィットネスクラブの協力により開催される
「身体測定＆からだバランス体験講座」です。体
組成計を使って体力年齢などを測定したり、健
康づくりや体力づくりのためのポイントを学ん
だりすることができます。
対　　象　 市内在住の20歳以上で、医師らか

ら運動制限を受けていない方
参 加 料　無料
そ の 他　 一施設につき一度だけ利用できま

す。講座内容は、参加者や施設など
の状況により変更の場合あり。

申し込み　 5月20日㈮午前10時から直接ま
たは電話で当該施設

問い合わせ　当該施設または保健センター

フィットネスクラブ一覧
施設名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田
所在地 緑町8－8 持田1－4－56
電　話 ☎553－1666 ☎555－3541

日　時
〈全4日間〉
6月7日～28日の毎週火曜日
午後2時20分～3時

講座①：6月28日㈫
　　　　午前11時～午後1時
講座②：6月23日㈭
　　　　午後2時～3時30分
講座③：6月24日㈮
　　　　正午～午後1時30分

講座内容

1日目：ストレッチ法講座
2日目：ストレッチポール講座
3日目：ヨガ講座
4日目：筋力トレーニング講座

講座①「ステップアップ・ロコモ
　　　　フィット」（シニア向け）
講座②「爽快体操」
講座③「ボディバランス45」

定　員 15人（先着順） 15人（先着順）※各講座5人まで
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　5月2日㈪・6日㈮・9日㈪・16日㈪・23日㈪ 
　　　　　・30日㈪・31日㈫、6月6日㈪・13日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

ボランティアによる
おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

5月15日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会
5月28日㈯午前11時
※図書館まつりの中で実施 おはなしタンバリン

6月4日㈯午後2時 おはなしの会

6月11日㈯午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
5月18日㈬、6月8日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～3歳児くらい

 図書館職員が実施

てくてくおはなし会 6月5日㈰午前11時～11時30分 絵本や紙芝居など 4歳児くらい～小学生

英語のおはなし会 6月12日㈰午前11時 英語で歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

ハートイングリッシュ
スクール

子ども映画会 5月21日㈯午後2時
げんきげんきノンタン
～コロコロことばい
えるかな～

図書館職員が実施

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

・神様のコドモ（山田悠介／著）
・神の時

と き
空６(高田崇史／著)

・ 伸びる子どもの、からだのつくり方（森本貴義、山本邦子/著）
・がんばれ！盲目の犬レディ（山本博／著）
・いけいけ！しょうがくいちねんせい（中川ひろたか
　／文、北村裕花／絵）
・妖怪用心火の用心（富安陽子/文、山村浩二／絵）

新 着 図 書

オンライン百科事典「ポプラディアネット」のご案内
　4月から、児童・生徒対象のオンライン百科事典「ポプラ
ディアネット」が利用できるようになりました。館内のイン
ターネット端末から利用できるので、子供たちの意欲的な
学習のサポーターとして、ぜひご活用ください。

「図書館読書手帳」を製本します
　図書館読書手帳を５冊以上お持ちの方に、手帳をまとめ
て製本するサービスを始めました。記念にもなりますので、
ぜひご利用ください。

放射線量の測定値

談相種各 （5月15日～6月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

5月24日㈫、6月9日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 5月16日㈪、6月6日㈪　　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

不動産 市役所 5月18日㈬ 午前9時～正午 ㈳埼玉県宅地建物取引業協会
北埼支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 6月8日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

5月25日㈬
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
　ている方またはその家族が対象

午後2時～ 3時30分 高齢者福祉課
（内線278）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 6月5日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月17日㈫・24日㈫・31日㈫、
6月7日㈫ ・14日㈫ 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
4月19日㈫  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

今月の納税
固定資産税・都市計画税  ・・・・・・・1期
軽自動車税 ・・・・・・・・・・・・・全期

納期限　5月31日㈫
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

　平成28年度水道週間ポスターコンクールに応募
いただいた市内小・中学生の作品を展示します。ぜ
ひ、ご覧ください。

▶ 日　　時　6月7日㈫～ 16日㈭午前9時～午後9
時（7日は午後1時から）※8日㈬・15日㈬は休館
▶ 場　　所　コミュニティセンターみずしろギャラ
リー
▶問い合わせ　水道課管理担当☎553―0131

水道週間ポスターを展示します

第２回  図書館まつりを開催します
☆家族みんなで楽しもう☆

日時　5月28日㈯・29日㈰
　　　午前10時～午後４時

場所　図書館（「みらい」内と
　　　屋外でも一部実施）

　まだ図書館を利用したことがない方も、この機会に家族みんなで図書館デビューしませんか。
イメージとは違う図書館に出会えるかもしれません。

①雑誌リサイクル　28日・29日両日
　不要になった雑誌を1冊50円で販売します。

②おはなし会　28日午前11時
　 幼児・小学生を対象に絵本や紙芝居の読み聞かせ
を行います。

③子ども映画会　29日午前11時　
　 「ＮＨＫこども番組80‘ｓメモリー」（上映時間約30
分）を上映します。
　 学校や自宅などで毎日楽しみに見ていた番組を覚え
ていますか。お父さん・お母さんにとっては懐かし
の、子供たちには新鮮なＮＨＫこども番組です。

④オンライン百科事典にチャレンジ！ 29日午後1時
　 オンライン百科事典「ポプラディアネット」の操作
を教わり、調べる楽しさを体験しましょう。
　※児童・生徒が対象

⑤「データベース調べ方教室for キッズ・in図書館まつり」
　29日午後1時
　 法律って何？「第一法規法情報総合データサービス」
を使えば楽しく学べます。※大人の方も参加可

⑥大人のためのミニ朗読会　29日午後2時～ 3時
　大人向けに小説やエッセイを朗読します。

⑦16ミリフィルム映写会　29日午後3時30分～ 4時
　 東京オリンピックを中心に、お国自慢、各種施設
などの記録映画「世界の若人よ高らかに歌え」（上映
時間約30分）を上映します。

⑧移動図書館車「よしきり号」の見学 29日※雨天中止
　「よしきり号」の車内見学や本の貸し出しを行います。

⑨ 図書館ぐるっと探検　29日午前10時30分、午後
2時30分、3時30分

　普段入ることのできない秘密の本棚にご案内します。

⑩スタンプラリー
　 イベントをめぐるスタンプラリーを行います。４
つスタンプを集めるとプレゼントがあります。

　※ 各イベントの詳細は館内
　　掲示やホームページをご
　　覧ください。
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　4月2日、市民プール脇駐車場近くに「行田市バスターミナル観光
案内所」がオープンしました。
　オープニングセレモニーでは、工藤市長らがテープカットを行い、
施設内を見学しました。同観光案内所は、特にポタリングを楽しむ
観光客向けに、ポタリングマップや観光レンタサイクル、クロスバイ
クなどを用意。新たな観光拠点として、心を込めたおもてなしで観
光客を迎えます。

　4月5日、行田女子ソフトボールクラブ監督の石井良造さんと選
手たちが、3月26日に出場した「第9回春季全日本小学生女子ソ
フトボール大会」の結果報告のため、工藤市長を訪問しました。
　大会では、奈良県代表と対戦し、2対3で惜しくも敗れましたが、
選手たちは最後まで諦めないプレーを披露。工藤市長は選手たち
の健闘をたたえ、「これからも応援しています」と声を掛けながら握
手を交わしていました。大舞台で経験を積み、さらなる成長を遂
げた同チームのますますの活躍が期待されます。

　4月3日、第32回行田市鉄剣マラソン大会が開催されました。
　3年連続でゲストランナーにロサンゼルスオリンピック女子マ
ラソン日本代表の増田明美さんを迎えた今大会は、1キロメート
ルの部からハーフの部まで5部門27種目に3,044人が出場。参
加者らは、古代蓮の里やさきたま古墳公園など、桜と菜の花が咲
き誇るコースを快走し、爽やかな汗を流していました。

　4月17日、市役所前からコミュニティセンターみずしろ交差点
までの公園通りで行田春まつりが開催されました。
　今年は日曜日ということもあり、午後3時の開始直後から多く
の人が来場。ささら獅子舞、新・行田音頭、片原の手おどりなど
が披露され、祭りを大いに盛り上げました。また、恒例の植木市
では、色とりどりの草花や苗木などが並び、来場者は思い思い
の植木を買い求めていました。

　4月2日、水城公園市民広場で桜ボンボリまつりが開催され、
フリーマーケットや忍城おもてなし甲冑隊による演舞などが行
われました。また、毎年恒例の行田大茶会と銘打った野だてで
は、和服姿の行田市茶道会のメンバーらがお茶や和菓子を来場
者に振る舞いました。
　訪れた人たちは、満開の桜に囲まれ、穏やかな春のひとときを
過ごしていました。

新 たに「行田市バスターミナル
 観光案内所」がオープン

行 田女子ソフトボールクラブが
  工藤市長に大会結果を報告

桜 と菜の花が咲き誇るコースを快走

色 とりどりの草花や苗木が並んだ植木市

穏 やかな春のひととき 行田市バスターミナル観光案内所

行田女子ソフトボールクラブ

第32回行田市鉄剣マラソン大会

　3月17日、コミュニティセンターみずしろで市民活動講演会「ヘル
シーカフェのら なう～子育て、個育て、自分育て～」が行われました。
　この講演会は、市民活動を身近に感じ、活動を始めるきっかけにして
もらおうと開催されたもの。さいたま市で子育て世帯同士の交流を目
的としたコミュニティ・レストラン「ヘルシーカフェのら」を運営している
新井純子さんが講師を務めました。孤独を感じていた子育て経験や市
民活動との出会い、ヘルシーカフェのらを立ち上げるまでの出来事や人
との出会いを語り、参加者は真剣な表情で耳を傾けていました。

市 民活動への一歩を踏み出すきっかけに

市民活動講演会

　４月５日、産業文化会館前広場で、春の全国交通安全運動出
発式が開催されました。
　これは、市民の皆さんに交通ルールの遵守と交通事故防止
を呼び掛けるもの。今年は、4月4日に交通安全広報大使に
任命された行田うきしろ小町の大竹恵梨奈さんが初めて式典
に参加しました。その後、市役所周辺を中心に交通安全パレー
ドが行われ、参加者は交通事故の防止を強く呼び掛けていま
した。

正 しいルールで交通安全

春の全国交通安全運動出発式
行田春まつり

桜ボンボリまつり



広　場

　
有
限
会
社
近
藤
電
機
製
作
所
は
、
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
で
使
わ
れ
る
シ
ャ
ッ

タ
ー
用
の
制
御
盤
や
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の

設
計
・
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
会
社
で
す
。

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ
た
同
社
の
制

御
盤
は
、
昇
降
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

役
割
を
担
い
、
降
下
中
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下

に
い
る
人
を
検
知
し
、
停
止
さ
せ
る
と
い
っ

た
安
全
装
置
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
ま

す
。
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
任
意
の
位
置
で
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
2
つ
の
装
置
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

正
確
な
動
作
と
高
い
安
全
性
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
代
表
取
締
役
の
坂
東

春
男
さ
ん
は
「
設
計
か
ら
組
み
立
て
ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
の
要
望

に
沿
っ
た
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
動
作
の
正
確
性
と
安
全
性
が
評
価
さ

れ
、
最
近
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
以
外
に
も
最
先

端
車
両
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た
精
密
医

療
機
器
、
さ
ら
に
は
舞
台
装
置
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
械
の
動
作
制
御
に
応
用
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に

照
明
や
仕
掛
け
な
ど
複
雑
な
動
き
が
求
め

ら
れ
る
舞
台
装
置
で
重
宝
さ
れ
、
全
国
の

劇
場
で
同
社
の
製
品
が
使
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
そ
ん
な
高
い
品
質
を
誇
る
製
品
を
支
え
て

い
る
の
は
、
経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
確
か

な
技
術
力
。
同
社
で
働
く
社
員
は
、
全
国
各

地
で
年
間
数
百
件
に
上
る
現
場
を
経
験
す
る

こ
と
で
日
々
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
社
内
研
修
を
通
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン

社
員
か
ら
若
手
社
員
へ
の
技
術
指
導
や
専
門

資
格
の
取
得
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
会
社
を

あ
げ
て
技
術
力
の
向
上
と
社
員
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
坂
東
さ
ん
は
「
現
在
は
制

御
盤
な
ど
を
使
用
者
が
直
接
手
で
調
整
す
る

方
法
が
主
流
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
電
子
機

器
で
調
整
す
る
方
法
が
増
え
て
い
く
と
感
じ

て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
提
案

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
あ
る
製
品
に
付
加
価

値
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
決
意
を

に
じ
ま
せ
ま
す
。
進
化
を
続
け
る
同
社
の
製

品
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
す
ぐ
身
近
で

活
躍
し
、
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
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日
本
の
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献
す
る
こ
と
を
理
念

に
掲
げ
、
子
供
た
ち
の
国
語
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
成
す
る
た
め
、
全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催

さ
れ
て
い
る
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年

は
全
国
6
万
4
千
６
９
６
人
も
の
応
募
の
中
か
ら
わ
ず

か
20
人
の
特
選
に
選
ば
れ
た
船
橋
知
夏
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

　
船
橋
さ
ん
は
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
読
書
感
想
文

を
は
じ
め
と
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
何
度
も
受
賞
し

て
い
る
他
、
思
っ
た
こ
と
を
日
常
的
に
五・七・五
の
リ

ズ
ム
に
乗
せ
て
表
現
す
る
言
葉
遊
び
が
好
き
だ
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
表
現
力
が
豊
か
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
小
学
1
年
生
の
時
か
ら
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
提

出
し
て
い
た
と
い
う
短
歌
。
そ
の
魅
力
を
「
短
い
文

の
中
に
自
分
の
気
持
ち
を
込
め
る
の
は
難
し
い
け
れ

ど
、
そ
こ
が
面
白
い
と
思
っ
て
、
毎
年
応
募
し
て
い
ま

し
た
」
と
語
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
6
年
生
の
夏
休

み
の
課
題
と
し
て
詠
ん
だ
の
が
今
回
受
賞
し
た
『
病
室

の
窓
か
ら
見
え
る
学
校
は
涙
で
か
す
ん
で
二
重
に
見
え

た
』
と
い
う
歌
で
す
。
小
学
５
年
生
の
秋
に
虫
垂
炎
に

か
か
っ
た
船
橋
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
や
怪

我
な
ど
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
入
院
や
手
術
な
ど
は
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
時
の
心
情
を
「
病

院
か
ら
は
学
校
が
見
え
ま
し
た
。
今
ま
で
近
か
っ
た
学

校
が
、
病
室
の
窓
か
ら
見
る
と
と
て
も
遠
く
感
じ
、
１

週
間
ほ
ど
の
入
院
だ
っ
た
け
れ
ど
、
先
生
や
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
に
会
え
な
く
て
、
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
3
月
6
日
に
東
京
都
港
区
に
あ
る
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
臨
ん
だ
船
橋
さ

ん
。
壇
上
で
は
一
人
一
人
の
受
賞
作
品
が
紹
介
さ
れ
、

表
彰
状
が
手
渡
し
さ
れ
た
そ
う
で
す
。「
表
彰
式
で
は

大
勢
の
人
た
ち
が
い
て
驚
き
ま
し
た
。
受
賞
後
は
先
生

や
友
達
か
ら
〝
す
ご
い
ね
〞
と
祝
福
さ
れ
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
小
学
校
生
活
の
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
入
院
は
辛
い
も
の
だ
っ
た

け
れ
ど
、
立
派
な
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
人
間
が
経

験
す
る
こ
と
に
無
駄
な
こ
と
は
無
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
は
に
か
み
ま
す
。

　
こ
の
春
に
中
学
に
入
学
し
た
船
橋
さ
ん
は
「
体
を
動

か
す
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
中
学
で
は
ま
た
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
希
望
が
詰
ま
っ
た
中
学
校
生
活
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　坂東 春男
【事業内容】 電気機械器具製造業、シャッ
ター制御盤
【住所】 持田2―3―24

有限会社 近藤電機製作所
高い技術力で機械の動作制御を支える
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う
ら
ら

 

藤
原
町 

上
原
ミ
サ
子

母
の
日
や
胸
の
ブ
ロ
ー
チ
お
ど
ら
せ
て

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

花
冷
え
や
夫
と
ひ
と
と
き
珈
琲
店

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

白
蓮
に
風
や
は
ら
か
き
夕
べ
か
な

 

南
河
原 

今
村　
文
女

芽
吹
き
に
も
遅
速
あ
り
け
り
屋
敷
林

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

菜
の
花
の
お
浸
し
添
え
て
夕
餉
か
な

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

ペ
ダ
ル
踏
む
少
女
の
膝
の
春
め
け
り

 

城
西 

新
井　
禮
子

色
ど
り
に
愚
作
の
瓶
に
木
瓜
入
れ
る

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

春
め
き
て
庭
師
の
鋏
か
ろ
や
か
に

 

荒
木 

森
田　
　
静

花
ま
つ
り
若
き
僧
侶
の
顔
や
さ
し

 

忍 

飯
島　
素
子

写
経
し
て
安
ら
ぐ
日
々
の
彼
岸
か
な

 

持
田 

田
子　
敏
枝

母
の
忌
や
供
え
し
桜
餅
五
つ

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

友
見
舞
う
八
十
路
に
厳
し
彼
岸
西
風

 

斎
条 

小
林　
英
与

陸
奥
に
今
も
爪
痕
遠
い
春

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

黄
水
仙
幼
き
頃
の
師
と
語
る

 

清
水
町 

斉
藤　
文
子

春
め
く
や
小
さ
な
旅
の
プ
ラ
ン
練
る

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

第
11
回
し
き
な
み
子
供

 

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

船
橋 

知
夏 

さ
ん
（
樋
上
・
12
歳
）

めましてはじ ○ 5月2日㈪～31日㈫に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、6月2日㈭午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

小
島
　
響ひ
び
き輝 

ち
ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
27
年
5
月
1
日
生
ま
れ

父
・
俊
一
さ
ん　
母
・
ひ
と
み
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
♡
」

鈴
木
　
春は
る
と翔 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
27
年
5
月
25
日
生
ま
れ

父
・
裕
己
さ
ん　
母
・
八
重
さ
ん

𠮷
岡 

宗そ
う
じ
ゅ
ろ
う

寿
郎 

ち
ゃ
ん （
北
河
原
）

平
成
27
年
5
月
26
日
生
ま
れ

父
・
寿
人
さ
ん　
母
・
佑
子
さ
ん

「
素
直
で
元
気
に
育
っ
て
ね
」

「
我
が
家
の
宝
。大
好
き
だ
よ
！
」

新
井
　
仁に

こ瑚 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
27
年
5
月
12
日
生
ま
れ

父
・
紘
介
さ
ん　
母
・
恵
理
さ
ん

「
に
こ
に
こ
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

木
村
　
桃も
も
か嘉 

ち
ゃ
ん （
桜
町
）

平
成
27
年
5
月
7
日
生
ま
れ

父
・
諭
使
さ
ん　
母
・
美
加
さ
ん

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

吉
原 

み
れ
い 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
27
年
5
月
3
日
生
ま
れ

父
・
孝
紀
さ
ん　
母
・
め
ぐ
み
さ
ん

「
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

★★★ 平成27年 5月生まれ のおともだち ★★★

平成27年7月生まれのお子さんを募集します

「市報ぎょうだ」4月号28ページの「いきいき行田人」のコーナーで、山口さんのお名前の表記に誤りがありました。
正しくは「山口珠李」さんです。おわびして訂正させていただきます。
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▼
日
時
　
5
月
22
日
㈰
午
前
6
時
45

分
集
合　
▼
集
合
場
所
　
市
民
プ
ー

ル
脇
駐
車
場　
▼
行
程
　
霧
降
高

原
～
大
山
～
霧
降
の
滝　
▼
歩
行
時

間
　
約
4
時
間　
▼
募
集
人
数
　
50

人（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　
5
千
円

（
交
通
費
な
ど
）　
▼
服
装
　
長
ズ

ボ
ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
登
山
靴
、

リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や
す
い
服

装　
▼
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具
、
靴
下
、
下
着
な
ど　
▼
申
　
参
加

費
を
添
え
て
5
月
14
日
㈯
午
前
9
時

30
分
～
10
時
30
分
に
中
央
公
民
館
創

作
室
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼
問
　
行
田

山
の
会
河
田
☎
５
５
４
―
３
４
５
０

▼
日
時
　
6
月
5
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
曲
目
　「
東
北
地
方
の
民
謡

に
よ
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」「
交
響
詩
フ
ィ

ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」「
オ
ー
メ
ン
ズ
オ
ブ

ラ
ブ
」
他　
▼
入
場
無
料
　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

そ
の
他
　
有
志
に
よ
る
ウ
エ
ル
カ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催　
▼
問
　
行
田

市
民
吹
奏
楽
団
青
木
☎
０
８
０
―

９
２
６
５
―
７
８
９
１

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
咲
く
霧
降
高
原

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
9
回
定
期
演
奏
会

▼
日
時
　
6
月
26
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
埼
玉
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
埼
玉
浮
き
城

プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
そ
の

他
　
産
業
文
化
会
館
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
を
事
前
に
受
け
取

り
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い　
▼

問
　
鈴
木
☎
５
５
４
―
１
８
７
４

▼
日
時
　
6
月
12
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
曲
目
　「
行
田
市
歌
」

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
」「
勇
気

１
０
０
％
」
他　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
吹
奏
楽
団　

▼
後
援
　

行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
長
島

☎
５
５
４
―
９
８
０
０

▼
日
時
　
5
月
15
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時
※
雨
天
決
行　

▼
場
所
　

埼
玉
浮
き
城
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

創
立
5
周
年
記
念
事
業

青
少
年
の
豊
か
な
心
を
育
む

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

行
田
吹
奏
楽
団

第
3
回
定
期
演
奏
会

第
5
回

問
屋
町
祭
り
２
０
１
６

に
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
問
　

同
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
６
月
７
日
㈫
午
前
９
時　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　
▼

配
布
す
る
菊
苗
　【
厚
物
、
管
物
】

３
千
本　
▼
問
　
商
工
観
光
課
（
内

線
３
８
２
） イ

ベ
ン
ト

市
の
花
・
菊
苗
の

無
料
配
布

あ
り
。
な
お
、
休
日
は
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
、
夏
季
休
暇　

▼

業
務
内
容
　
市
内
学
童
保
育
室
で

の
児
童
の
保
育
業
務　

▼
募
集
人

数
　
2
人　
▼
応
募
要
件
　
59
歳
ま

で
の
方
で
、
保
育
士
、
教
諭
（
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
）
な
ど
の
免

許
を
お
持
ち
の
方　

▼
賃
金
　
月

給
14
万
3
千
円
※
賞
与
あ
り
（
年
2

回
、
3
カ
月
）　

▼
申
　
事
前
に
電

話
連
絡
し
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
持
参
の
上
、
6
月
3
日
㈮
ま
で

▼
勤
務
開
始
　
7
月
1
日
㈮
※
6

カ
月
ご
と
に
更
新
あ
り　

▼
勤
務

時
間
　【
学
校
授
業
日
（
月
～
金
曜

日
）】
午
前
11
時
45
分
～
午
後
7
時
、

【
学
校
休
業
日
】
午
前
7
時
30
分
～

午
後
7
時
（
シ
フ
ト
制
に
よ
る
）
※

1
カ
月
に
1
日
程
度
、
土
曜
日
勤
務

募　
　
集

学
童
保
育
室
に
勤
務
す
る

放
課
後
児
童
支
援
員

熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
市
問
屋

町
2
―
4
―
1
）　
▼
内
容
　
防
災

機
器
な
ど
の
展
示
や
体
験
、
花
の
苗

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
1
千
５
０
０

人
）、
大
福
引
抽
選
会
、
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
商
品
の
販
売
他　

▼
後
援
　

埼
玉
県
、
行
田
市
、
行
田
商
工
会

議
所
他　

▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎

５
２
８
―
２
１
５
０

▼
日
時
　
5
月
28
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
生
田
流
箏

曲
、
花
柳
流
舞
踊
、
俗
曲
吹
き
寄

せ
、
器
楽
合
奏
他　

▼
入
場
無
料
　

▼
主
催
　
箏
曲
和
音
会
・
邦
楽
ク
ラ

ブ
竹
糸
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育

委
員
会　
▼
問
　
大
沼
☎
５
５
４
―

２
６
５
５

▼
日
時
　
5
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
22
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
入
場

無
料
　
▼
後
援
　
行
田
市
文
化
団
体

連
合
会
、
埼
玉
県
年
金
協
会　
▼
問
　

行
田
市
年
金
写
真
ク
ラ
ブ
事
務
局
川

崎
☎
５
５
３
―
２
８
６
９

和
の
つ
ど
い
〝
響
の
会
〟

演
奏

行
田
市
年
金
写
真
ク
ラ
ブ

第
5
回
写
真
展

▼
日
時
　
6
月
5
日
㈰
午
前
7
時
出

発
※
雨
天
決
行　
▼
集
合
場
所
　
市

民
プ
ー
ル
脇
駐
車
場　
▼
内
容
　
鎌

倉
市
内
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
、
北

鎌
倉
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
楽
し

む　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
ま
た
は

責
任
者
（
成
人
の
方
）
の
同
伴
が

必
要　

▼
定
員
　
80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　【
大
人
】
2
千
５
０
０

円
【
中
学
生
以
下
】
１
千
５
０
０

円
（
保
険
料
な
ど
）　

▼
そ
の
他
　

コ
ー
ス
や
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
、
申

し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。　
▼
申
　

5
月
15
日
㈰
午
前
9
時
か
ら
直
接
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
ま
と
め
て
申
し
込

む
場
合
は
、
代
表
者
1
人
に
つ
き
4

人
ま
で
）
※
電
話
で
の
申
し
込
み
は

不
可　
▼
問
　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）
☎
５
５
６
―
８
３
３
６

北
鎌
倉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
日
時
　
6
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時　
▼
場
所
　
長

野
公
民
館　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

な
が
の
写
友
会
田
沼
☎
５
５
５
―

３
１
１
５
、
彩
楽
会
福
島
☎
５
５
９

―
２
３
４
０

▼
日
時
　
5
月
9
日
㈪
～
6
月
30
日

㈭
午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　
▼
場
所
　
熊
谷
商

工
信
用
組
合
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
天

満
3
―
16
）　
▼
内
容
　
戦
前
の
貯

金
箱
、
銀
行
や
企
業
の
販
促
用
貯
金

箱
な
ど
１
０
０
点
以
上
を
展
示　
▼

問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５
―

４
４
６
０

▼
日
時
　
6
月
4
日
㈯
～
6
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
6
日
は
午
後

3
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　

油
彩
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
作
品
を
展

示
す
る　
▼
問
　
絵
画
ク
ラ
ブ
月
洋

会
吉
澤
☎
０
８
０
―
６
５
４
４
―

７
４
４
６

な
が
の
写
友
会
・
彩
楽
会

写
真
・
絵
画
共
催
作
品
発
表
会

貯
金
箱
展

第
14
回
月
洋
会
絵
画
展

賞金総額10万円をゲット！　浮き城だんべ踊り　踊り連
▶日 時　7月31日㈰午後7時～ 8時（予定）
▶参 加 費　1人100円
▶特 典　踊りコンテスト優秀連に賞金総額10万円
▶説 明 会　�6月12日㈰午後6時30分から商工センター 403研

修室で開催します。

フリーマーケット出店者
▶日 時　7月30日㈯午後4時～ 9時
▶出 店 料　【家庭の不用品の出店】500円
� 【飲食での出店】1,000円
� 【車での出店】2,500円
▶募集出店数　50店
▶説 明 会　�6月11日㈯午後7時から商工センター 403研修室

で開催します。

だんべ踊り、フリーマーケットいずれも
▶申し込み　�説明会の日に配布する申込用紙に必要事項を記入の

上、7月8日㈮午後7時～ 8時に直接商工センター
201会議室に提出してください。

ステージ出演者
▶日 時　7月30日㈯午後4時～9時・31日㈰午後4時～6時
▶場 所　まつり会場中央ステージ
▶参 加 費　無料
▶説 明 会　�6月12日㈰午後7時30分から商工センター 403研

修室で開催します。

行田浮き城まつりボランティア
▶期 日　7月30日㈯・31日㈰
▶内 容　行田浮き城まつりの手伝い

▶問い合わせ　�行田浮き城まつり実行委員会事務局☎090－3318
－4295

第23回市民祭 行田浮き城まつりイベント参加者を募集します

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
5
月
27
日
㈮
午
前
9
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　
大

長
寺
忍
川
側
に
あ
る
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で

（
６
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の
間
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
ご
み
を
拾
い
、
環
境
美

化
活
動
を
行
う　
▼
服
装
　
汚
れ
て

も
よ
い
服
装　
▼
そ
の
他
　
軍
手
、

タ
オ
ル
、
ご
み
袋
を
配
布
し
ま
す　

▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川

環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎
０
８
０
―

１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
6
月
19
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分　
▼
場
所
　
星
宮

公
民
館
お
よ
び
公
民
館
前
の
田
ん
ぼ　

▼
内
容
　
田
植
え
・
稲
刈
り
、
酒
の

ラ
ベ
ル
作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本

酒
づ
く
り
体
験
を
行
う
。※
初
回
は
、

日
本
酒
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
田
植

え
体
験　
▼
対
象
　
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　
▼
定
員
　
90
人　
▼
参
加
費
　

1
人
2
千
円
（
全
５
回
）　
▼
主
催
　

オ
ー
ル
行
田
の
酒
づ
く
り
実
行
委

員
会　
▼
今
後
の
予
定
　【
田
ん
ぼ

の
昆
虫
観
察
】
8
月
28
日
㈰　
【
稲

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
親
子
で
酒
米
づ
く
り・

日
本
酒
づ
く
り
２
０
１
６（
全
5
回
）

田
植
え
体
験

刈
り
体
験
】
10
月
23
日
㈰　
【
酒
の

ラ
ベ
ル
作
成
・
酒
蔵
見
学
（
横
田
酒

造
）】
11
月
27
日
㈰　
【
新
酒
完
成
披

露
】
12
月
25
日
㈰　
▼
そ
の
他
　
20

歳
以
上
の
方
は
完
成
し
た
日
本
酒
を

購
入
で
き
ま
す　
▼
申
　
住
所
、
代

表
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
、参
加
人
数
を
明
記
の
上
、

2
人
以
上
で
5
月
27
日
㈮
ま
で
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
同
会
事
務
局
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
９
４
―
７
３
６
１
【
Ｅ
メ
ー

ル
】hasegaw

afarm
@
ark.ocn.

ne.jp　
▼
問
　
同
会
事
務
局
は
せ

が
わ
農
園
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
※
祝
日
を
除
く
）
☎

５
５
６
―
６
７
１
８

▼
日
時
　
6
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後
2

時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　
マ
ミ
ー

マ
ー
ト
行
田
谷
郷
店
（
谷
郷
2
―
13

―
24
）
他　
▼
内
容
　
建
設
職
人
に

よ
る
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企

画
、
包
丁
研
ぎ
、
網
戸
張
り
、
住
宅

無
料
相
談
、
耐
震
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

無
料
配
布
な
ど　

▼
主
催
　
埼
玉

土
建
一
般
労
働
組
合
行
田
羽
生
支

部　

▼
問
　
同
支
部
☎
５
５
３
―

２
３
２
１

第
39
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

▼
日
時
　
6
月
6
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託

児
付
き
）、
子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ト
ー
ク
「
病
気
に
負
け
な
い
体
力
つ

く
り
」　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者
※
お
父
さ
ん
も

歓
迎　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

同
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
5
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
対
象
　
真
剣

に
結
婚
を
考
え
て
い
る
方
ま
た
は
そ

の
家
族　
▼
そ
の
他
　
予
約
不
要
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
手
伝
い
を
し
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す　

▼

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
０
―
２
４
１
６
―

９
６
９
２

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

結
婚
無
料
相
談
会

▼
日
時
　
5
月
21
日
㈯
午
後
4
時
30

分　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ

ア　
▼
内
容
　
饗
場
庄
一
さ
ん
（
元

群
馬
大
学
医
学
部
同
窓
会
長
）
に
よ

る
講
演
「
御
巣
鷹
山
で
の
生
存
者
救

出
を
は
じ
め
航
空
医
療
に
関
わ
っ
た

半
世
紀
を
回
顧
し
て
」　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部　

▼
問
　
同
事
務
局
☎

５
５
４
―
５
１
７
４

▼
日
時
　
５
月
29
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　
東
京
電
力
に
対
抗
す
る
新

電
力
２
社
に
よ
る
「
電
力
自
由
化
の

利
点
と
課
題
（
仮
題
）」
と
題
し
た

講
演　
▼
講
師
　
東
京
ガ
ス
お
よ
び

サ
イ
サ
ン
派
遣
講
師　
▼
対
象
　
市

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方　

▼

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
行
田
環
境
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・
問
　
中
村
☎

０
９
０
―
１
７
７
８
―
４
０
６
２

そ 

の 

他

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

電
力
自
由
化
公
開
学
習
会

 

▼
日
時
　
6
月
18
日
㈯
、
7
月
17

日
㈰　

▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍
1

―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
フ
リ
ー
サ

イ
ズ
の
膝
下
丈
の
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

を
作
る　

▼
講
師
　
田
山
智
子
さ

ん　
▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼
定

員
　
4
人　

▼
参
加
費
　
9
千
円　

▼
主
催
　
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
そ
の
他
　
藍
染
め
の
柄

に
よ
り
1
日
追
加
に
な
る
場
合
あ

り　
▼
申
・
問
　
5
月
5
日
㈭
か
ら

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
）【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
akitei@

tabigura.net

▼
日
時
　
6
月
15
日
㈬
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
地
下
展
示
場
（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　
▼
内

容
　
企
業
担
当
者
に
よ
る
面
接
・
企

業
説
明　
▼
対
象
　
高
校
・
専
門
学

校
・
高
専
・
短
大
・
大
学
（
院
）
な

ど
を
卒
業
後
お
お
む
ね
3
年
以
内
の

方　

▼
持
ち
物
　
履
歴
書
（
複
数

枚
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）　
▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム

藍
染
め
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
を

作
ろ
う

就
職
面
接
会

ペ
ー
ジ（http://job.gakusei.

go.jp

）で
参
加
企
業
を
公
表　

▼

問
　
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
４
８
―
６
５
０
―
２
２
３
４

362016.5 市報 ぎょうだ37
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,249人　男41,340人　女41,909人　世帯数34,050世帯

（平成28年4月1日現在） 3月中の異動　出生40人　転入等396人　死亡90人　転出等489人

店
接
客
業
務　
▼
応
募
資
格
　
18
歳

以
上
で
、
土
・
日
曜
日
の
勤
務
が

可
能
な
方　

▼
募
集
人
数
　
若
干

名　

▼
時
給
　
午
前
７
時
〜
９
時

は
９
０
０
円
、
午
前
９
時
以
降
は

８
２
０
円　
▼
選
考
方
法
　
書
類
審

査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼
そ
の
他
　

売
店
は
、
開
花
期
間
以
降
も
継
続
の

場
合
あ
り　
▼
申
　
５
月
29
日
㈰
午

後
４
時
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
の
上
、
古
代
蓮
会
館

行
田
市
観
光
案
内
所

早
朝
勤
務
臨
時
職
員

▼
勤
務
期
間
　
６
月
25
日
㈯
〜
８
月

７
日
㈰
※
勤
務
は
週
3
〜
4
日　
▼

勤
務
時
間
　
午
前
７
時
〜
９
時　
▼

勤
務
場
所
　
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行

田
駅
前
）　
▼
業
務
内
容
　
蓮
開
花

期
の
観
光
案
内　
▼
応
募
資
格
　
18

歳
以
上　
▼
募
集
人
員
　
４
人　
▼

時
給
　
９
０
０
円　

▼
選
考
方
法
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼

申
　
５
月
27
日
㈮
午
後
４
時
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の

上
、
産
業
文
化
会
館

古
代
蓮
の
里

（
蓮
の
開
花
期
間
）

ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
期
間
　
６
月
中
旬
〜
８
月
上

旬
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　
▼
勤

務
時
間
　
午
前
７
時
か
ら
３
〜
４
時

間
程
度　
▼
勤
務
場
所
　
古
代
蓮
会

館
ま
た
は
売
店　
▼
業
務
内
容
　
古

代
蓮
会
館
受
付
案
内
業
務
ま
た
は
売

商
工
セ
ン
タ
ー

「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
　
８
月
７
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　「
星
に
願
い
を
」「
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
星
空
キ
ャ

ン
ド
ル
」
他　
▼
出
演
　
フ
ル
ー
ト

三
重
奏
（
荒
井
香
央
里
さ
ん
、
伊
丹

唯
さ
ん
、
岡
村
加
寿
子
さ
ん
）　
▼
定

員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
料
　
５
０
０
円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取

り
扱
い
　
５
月
21
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
２
階
事
務
室
で
販
売

第
55
回
絵
画
展

▼
日
時
　
６
月
８
日
㈬
〜
26
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
場
は

午
後
４
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休
室　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
美
術

会
会
員
の
作
品
展　
▼
入
場
無
料
　

第
21
回
彩
夏
書
展

▼
日
時
　
５
月
25
日
㈬
〜
６
月
６
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

室　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
市

書
道
人
連
盟
会
員
の
作
品
展　
▼
入

場
無
料
　

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784
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阿
弥
陀
如
来
は
阿
弥
陀
仏
と
も
い
い
、
日
本
に
は

７
世
紀
の
始
め
頃
に
伝
え
ら
れ
、
平
安
時
代
以
降
に

極
楽
浄
土
を
願
う
浄
土
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
と
、
数

多
く
の
阿
弥
陀
如
来
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
像
の
特
徴
の
一
つ
は
、
底
面
に
製
作
年
代
や

作
ら
せ
た
人
物
を
記
し
た
墨
書
が
あ
る
こ
と
で
す
。

「
武ぶ

州し
ゅ
う

騎き

西さ
い

郡ぐ
ん

糯も
ち

田だ

郷ご
う

六ろ
っ

角か
く

堂ど
う　

阿あ

弥み

陀だ

像ぞ
う

一い
っ

躯く　

大お
お

檀だ
ん

那な

沙さ

門も
ん

唯ゆ
い

信し
ん　

正
し
ょ
う
き
ょ
う慶

元
年
壬み
ず
の
え
さ
る申

正
月
十
一

日
造
始　

同
癸み
ず
の
と
と
り酉
十
月
下
旬
奉し
ゅ
ぞ
う
た
て
ま
つ
る

修
造
也
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
末
期
で
あ
る
正
慶
元
年

（
１
３
３
２
）
に
作
り
始
め
、
翌
年
に
出
来
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
元
々
は
糯
田
郷
の
六
角
堂
の
阿
弥

陀
如
来
で
あ
り
、
糯
田
郷
は
持
田
村
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
六
角
堂
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
持
田
に
つ
な
が
る
「
糯
田
」
と
い
う
地
名
が
す

で
に
鎌
倉
時
代
に
は
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
墨

書
か
ら
分
か
り
ま
す
。

　
本
像
を
作
ら
せ
た
唯
信
と
い
う
僧
は
、
浄
土
真
宗

の
開
祖
親し
ん
鸞ら
ん
の
高
弟
、
性
し
ょ
う
信し
ん
の
弟
子
と
さ
れ
る
人
物

で
す
。
性
信
は
親
鸞
最
初
の
弟
子
で
あ
り
、
親
鸞
自

筆
の
「
教
き
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

行
信
証
」
を
授
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
高
い

信
頼
を
得
て
い
ま
し
た
。
下
総
国
横
曽
根
（
茨
城
県

常
総
市
）
を
布
教
の
拠
点
に
し
た
の
で
、
性
信
の
元

に
集
ま
っ
た
信
者
を
横
曽
根
門
徒
と
い
い
、
そ
の
勢

力
は
関
東
や
東
北
、
東
海
地
方
に
ま
で
広
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
親
鸞
の
高
弟
で
あ
る
源げ
ん
海か
い
は
市

内
荒
木
を
拠
点
と
し
て
、
布
教
活
動
に
あ
た
り
ま
し

た
。
彼
の
信
者
は
荒
木
門
徒
と
よ
ば
れ
、
武
蔵
国

か
ら
上
野
国
に
か
け
て
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
当
時
行
田
周
辺
で
は
浄
土
真
宗
の
信
者
の

活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
性
信

の
弟
子
で
あ
る
唯
信
が
阿
弥
陀
如
来
を
作
ら
せ
「
糯

田
」
の
六
角
堂
に
安
置
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
本
像
が
作
ら
れ
た
正
慶
2
年
は
鎌
倉

幕
府
が
滅
亡
し
、
建
武
の
新
政
が
始
ま

る
と
い
う
時
代
の
大
き
な
転
換
点
で
し

た
。
南
北
朝
の
動
乱
に
つ
な
が
る
時
代

の
中
で
作
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
は
、
約

７
０
０
年
前
の
人
々
の
祈
り
を
今
に
伝

え
て
く
れ
ま
す
。
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発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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839

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

2

行
田 

歴
史
系
譜
266

　
木も

く 
造ぞ

う 
阿あ 
弥み 

陀だ 

如に
ょ 

来ら
い 

坐ざ 

像ぞ
う 

埼
玉
県
指
定
文
化
財
　
長
福
寺
所
有

　3月26日、さきたま古墳公園や古代蓮の里などの市内の名所
を巡る「行田ふれあいポタリング＆ウォーキング2016」が開催

されました。
　今年で2回目となるこのイベントでは、30キロメートルのポタリングコースに
加え、新たに「川のまるごと再生プロジェクト」で整備された忍川沿いを歩く13キ
ロメートルのウオーキングコースを用意。市内外から266人が参加し、自転車や徒
歩で春の行田の風景を楽しみました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　平
へい

成
せい

27年
ねん

9月
がつ

にオープンした縁
えん

どうまめは、1歳
さい

から18歳
さい

までを
対
たい

象
しょう

に児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

や放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスを行
おこな

っている施
し

設
せつ

だよ。
　現

げん

在
ざい

は約
やく

20人
にん

が登
とう

録
ろく

していて、放
ほう

課
か

後
ご

や長
ちょう

期
き

休
きゅう

暇
か

をみんなで一
いっ

緒
しょ

に過
す

ごしているよ。普
ふ

段
だん

は、1
ひとりひとり

人1人の能
のう

力
りょく

に合
あ

わせた課
か

題
だい

をこな
したりしているけど、職

しょく

員
いん

が優
やさ

しくサポートしてくれるから、自
じ

分
ぶん

の
ペースで課

か

題
だい

に取
と

り組
く

むことができるんだ。また、お花
はな

見
み

や遠
えん

足
そく

、ク
リスマス会

かい

など季
き

節
せつ

ごとのイベントも充
じゅう

実
じつ

していて、みんな仲
なか

が良
よ

い
からとっても盛

も

り上
あ

がるんだって。私
わたし

も参
さん

加
か

してみたいな。
　温
あたた

かい雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で、子
こ

供
ども

たちがのびのびと成
せい

長
ちょう

できる縁
えん

どうま
め。相

そう

談
だん

や見
けん

学
がく

を随
ずい

時
じ

受
う

け付
つ

けているので、気
き

になった方
かた

はぜひ連
れん

絡
らく

してみてくださいね。

【住所】持田2258―7　【電話番号】577―4927

までを

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!
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木造阿弥陀如来坐像

縁
え ん

どうまめ
（運営：合同会社 縁グループ）


